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鶴見区区政会議 平成２９年度第１回防犯・防災部会 

 

１ 日時 

  平成２９年６月２３日（金） １８時５８分～２０時３３分 

２ 場所 

  鶴見区役所 ４階 ４０２会議室 

３ 出席者 

  （委員） 

  宗宮部会長、山下副部会長、田中（泰）委員 

  （区役所） 

  河村区長、野村副区長、秋山地域活動支援課長代理、  

前田地域活動支援課担当係長 

４ 議題 

  １． 平成２９年度鶴見区区政会議の進め方について  

  ２． 平成２８年度鶴見区運営方針自己評価について  

  ３． その他 

 

５ 議事 

開会 １９時００分 

○前田地域活動支援課担当係長  それでは、ただいまから鶴見区区政会議、平成２

９年度第１回防犯・防災部会を開会いたします。  

 私、本日の司会を務めさせていただきます地域活動支援課担当係長の前田でござい

ます。よろしくお願いいたします。  

 それでは開会に当たりまして河村区長からご挨拶申し上げます。よろしくお願いし

ます。 
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○河村区長  皆さん、こんばんは。今日は第１回の防犯・防災部会ということでご

ざいますけども、夜遅くからお集まりいただきましてありがとうございます。 

 今日は委員の方々３名ということで、少し寂しい感がありますけども、その分ご発

言いただく機会もいつもの倍あるのかなというふうに思いますので、ひとつよろしく

お願いいたします。 

 今日は２８年度に鶴見区でやってきました、いろんな防犯・防災にかかわりますこ

との振り返りをして、今後の事業にまた活かしていきたいなと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。  

 それと、ちょっと本題とは離れるんですけれども、皆様のお手元に資料をお配りし

ているんですけども、その中に「つる魅力検定」と書いた資料があろうかと思います。

これは昨年の区政会議でもご議論いただいた部分なんですけども、今年「つる魅力検

定」というのをやっていこうということになっておりまして、大体、年末年始あたり

を予定しているんですけれども、問題を、基本的には「発見つる魅力」であるとか、

ホームページとか、そんなところからの出題を予定しているんですけども、皆様方か

ら何かそういう出題のアイデアがあれば、ぜひ問題を提出していただけるとありがた

いなと思いまして、問題例を後ろに書いていますけれども、もう１０個でも２０個で

も結構でございますので、私しか知らない鶴見区の秘密みたいなものがありましたら、

問題にしていただいて、ご提出いただけると非常にありがたいなと思っております。

ぜひよろしくお願いいたします。  

 もう一点、市のほうでは市政改革の一環として区政にかかわる市政改革のプランが

つくられまして、今パブリックコメントがなされています。それは主に地域活動を今

後どのように活性化していくかとか、改革といいますか、改善のことがいろいろ書か

れているんですけども、それを今後区の運営方針にも反映していく場面があろうかと

思いますので、また、その節には皆様方にご報告差し上げたいと思っております。 

 以上です。本日もよろしくお願いいたします。  
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○前田地域活動支援課担当係長  それでは、これより議事進行を宗宮部会長にお願

いいたします。部会長、よろしくお願いいたします。  

○宗宮部会長  宗宮です。今日は初めての部会ということで、どうぞよろしくお願

いいたします。ちょっと区長からありましたように３人ということで、寂しいんです

けれども、充実した会議をやっていきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、早速、事務局のほうから２９年度の区政会議の進め方について、ご説明

いただきたいと思います。  

○前田地域活動支援課担当係長  それでは、座ってご説明させていただきたいと思

います。平成２９年度の鶴見区区政会議の進め方について資料に沿ってご説明いたし

ます。 

 まず、資料１の平成２９年度鶴見区区政会議スケジュール案をご覧ください。  

 まず、本日の第１回部会におきまして、平成２８年度鶴見区運営方針の自己評価に

関するご意見を部会ごとに頂戴したいと存じます。  

 ７月中旬ごろに全体会を開催し、各部会で出されたご意見を共有化するとともに、

所属部会以外の項目につきましても、大局的な見地からご意見をいただきたいと考え

ております。 

 次に、９月の第２回部会では、来年度に新たに作成する区政運営の長期指針である

将来ビジョンについての区長原案をご提示するとともに、来年度、平成３０年度の区

運営方針を作成するに当たりましての方向性を部会ごとにお示しいたしまして、委員

の皆様のご意見をいただきたいと考えております。  

 現委員の皆様方の任期は、平成２９年９月３０日までとなっておりますので、１０

月には新しいメンバーの皆様によります全体会を開催いたしまして、平成２９年度の

区運営方針及び予算の説明をさせていただく予定としております。  

 その後、１１月の第３回部会、１２月の第３回全体会におきまして、平成３０年度
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区運営方針の素案及び将来ビジョンの素案に対するご意見をいただきたいと考えてお

ります。年度終盤の２月には第４回全体会として区政会議でのご意見を受け策定した

区運営方針（案）及び将来ビジョン（案）、予算案についてのご説明をさせていただ

く予定としております。 

 平成２９年度の鶴見区区政会議の年間スケジュールにつきましてのご説明は以上で

ございます。 

○宗宮部会長  今、ご説明いただきました２９年度の区政会議のスケジュール、進

め方につきまして、何かご質問、ご意見ございますか。  

 今のメンバーでの任期が９月末ということですので、２８年度の評価、２９年度に

向けた基本的な素材になるようなところの議論をここで集中的にやって、バトンタッ

チという形になっていくかというふうに思うんですけれども、こういったスケジュー

ルで次へ引き渡していくというふうな流れなのかということですね。よろしいですか。  

 こういった進め方、区政会議のほう、今年度についてもよろしくお願いいたします。  

 それでは、次に進めていきたいと思うんですけれども、議題２、平成２８年度鶴見

区運営方針自己評価について、事務局のほうからご説明をお願いいたします。  

○前田地域活動支援課担当係長  それでは、ご説明いたします。  

 平成２８年度の鶴見区運営方針の自己評価についてでございますが、この自己評価

は運営方針に記載の戦略と具体的取組につきまして、それぞれの目標の達成状況を点

検し、有効性を評価することによりまして、必要な施策の改善、見直しを行い、平成

２９年度の取り組み、次年度の運営方針、予算編成への反映を図ることを目的に行っ

ております。それでは、区役所が行いました自己評価のご説明の前に、本日お配りし

ております委員評価シートのご説明をさせていただきます。  

 本日、運営方針につきまして、区役所が行った自己評価についてご説明させていた

だきますが、昨年度に引き続きまして、今年度につきましても運営方針に記載してい

る具体的取組について、委員の皆様から直接評価をいただきたいと考えております。
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つきましては、本日の部会での説明をお聞きいただいた上で、この委員評価シートに

より委員の皆様方ご自身で、具体的取組の評価を行っていただきたいと考えておりま

す。お忙しい皆様方に、いわば宿題をお願いするようなことで大変恐縮ではございま

すが、何とぞご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。  

 それでは、委員評価シートの記入の仕方をご説明いたしますと、左の欄に区として

目ざす状態を記載しております。その右に、具体的取組として、２８年度中に実施し

た取り組みを載せておりますので、それぞれの取り組みにつきまして、記入例にあり

ます、やや有効であったと思う場合は○、有効・有効でなかったのどちらとも言えな

い場合は△、有効でなかったと思う場合は×を記入していただきまして、具体的取組

に対するご意見がある場合は、一番右の欄にご記入ください。  

 なお、評価に困られるような項目につきましては、バー、線を入れておいていただ

いても結構です。評価は部会が所管する経営課題を中心にわかる範囲でご記入いただ

ければ結構ですので、お手数をおかけしますが、ご協力のほど、よろしくお願いいた

します。 

 ご提出期限は、お忙しい中、大変申しわけございませんが、７月１０日月曜日まで

とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。  

 次に、区役所が行った自己評価と２８年度中に実施しました具体的取組のうち、主

な項目につきましてご説明いたします。  

 資料３といたしまして、大阪市統一様式へ自己評価を追記いたしました平成２８年

度鶴見区運営方針を配布いたしておりますが、詳細にわたりますので本日は部会所管

の課題につきまして、資料２、平成２８年度鶴見区運営方針実績評価によりご説明さ

せていただきます。 

 それでは、資料２をご覧ください。防犯・防災部会としまして、経営課題４の安全

なまちづくりということでございます。４―１、街頭犯罪・交通事故の少ないまちづ

くりを目ざす状態といたしまして、安全で住みやすいまちと感じている区民を増やす
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ということでございます。  

 戦略といたしましては、鶴見区の街頭犯罪発生件数の減少に向けました啓発活動を

推進してまいるというところで、特に、自転車盗につきましては重点的に取り組むこ

ととしております。 

 放置自転車を初めとしました自転車利用者のマナー向上など啓発活動に取り組んで

まいりました。 

 裏のページをご覧いただけますでしょうか。地域・関係機関と連携しました防犯対

策事業といたしまして、２８年度の計画に対する実績をご説明いたします。  

 まず防犯カメラの設置でございますが、計画が３０台に対しまして３２台の設置を

してまいりまして、街頭犯罪の減少に寄与してまいりました。 

 防犯推進委員を中心にした区内一斉防犯活動を毎月第２金曜日に行っております。

これにつきましても、下校時の見守りを行い、不審者からの犯罪抑止となっていると

思われます。 

 区役所、警察署、各地域防犯組織によります合同連絡会の実施を２８年６月２０日

に行っております。情報交換を行いまして、意識の共有化を図ってまいりました。 

 自転車の２重ロックを推進するためにキャンペーンを１２回実施しております。こ

れにつきましては、庁舎の玄関前などでティッシュを配布したり、テープによる啓発

を行いまして、自転車盗の減少に寄与してまいりました。 

 中学生防犯標語コンクールを実施いたしました。８７５件の申し込みがありまして、

優秀な作品７点を表彰してまいりました。表彰作品につきましては、地下鉄の階段の

蹴り上げ部分などで、通勤、通学者の目にとまるようなところで啓発を行っておりま

す。 

 また、２９年度より広報つるみに、安全・安心通信といたしまして、警察、消防、

区が情報を発信することで、区民に３者がタッグを組んで取り組んでいることをアピ

ールいたしております。 
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 それでは、次のページでございます。評価といたしましては、区で実施しています

防犯事業を知っていると回答した区民の割合を５０％以上と目標しましたが、結果と

いたしましては８９．３％と回答をいただきました。 

 街頭犯罪の抑止に有効な防犯カメラの設置につきましては、各地域からの要望で３

２台の設置を行っております。  

 また、街頭犯罪の件数につきましては、前年に比べまして減少しておりますが、引

き続きまして、関係機関と共同した取り組みや、広報紙、ホームページ、ツイッター

やフェイスブックを活用した啓発活動が必要と考えております。  

 ２９年度の取り組みといたしましては、防犯カメラの設置を３０台行ってまいりた

いと思います。これにつきましては、５月末で締め切りまして、現在、精査を行って

いるところでございます。  

 防犯プレートの設置５０枚、これにつきましても、昨年度の区政会議の場でご意見

をいただき、大きさを２種類作成してまいりたいと思います。  

 防犯に関するバナーの設置ですが、秋をめどに７枚設置いたしまして、区役所庁舎

前のバナーに設置してまいりたいと思います。 

 防犯推進委員を中心にした区内一斉防犯活動につきましても、年１２回開催してま

いりたいと思います。 

 また、合同連絡会でございますが、来週６月２６日に行います。  

 自転車の２重ロックにつきましても、キャンペーンを１２回実施してまいります。  

 また、車上狙い被害をなくすための啓発を青パトや広報紙、ＳＮＳなどで発信して

まいりたいと思っております。  

 経営課題全体としての評価総括ですが、防犯カメラの設置や自転車への鍵の取りつ

けキャンペーンなどの実施によりまして、街頭犯罪件数、自転車盗件数の抑制につな

げました。平成２８年１２月末時点で、昨年と比べまして、街頭犯罪の件数は７％の

減、自転車盗件数は６．１％の減となっております。  
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 ここまでで、一旦ご意見等ございましたら、お伺いできますでしょうか。  

○宗宮部会長  わかりました。安全なまちづくりということで、自転車盗を中心に

マナーアップとかそういうことを図っていくということで、今報告あったんですけれ

ども、何かお気づきなところありますか。  

 防犯の日の取り組みですね、これマンネリ化しているとか警察の協力が当初ほど熱

心でなくなっているんじゃないかというようなことがあって、警察との防犯組織合同

連絡会の中でまた意見を出していくというお話が以前にもあったと思うんですけれど

も、不幸な事件ですけれども、町会の役員をしていた方が、実際、子どもを殺めると

いうふうな事件があったということで、世間の注目も浴びてきたというふうなことが

ありました。ああいうことが起こったときに何が抜けているのかと言えば、やはり特

定の人、特定のグループに任せるというふうなことが一つあったんかなという感じを

ちょっと新聞等を読んでいて感じました。 

 ここで、鶴見区の取り組みは単一組織ではなくて、横断的に合同で取り組むと打ち

出されていることは非常に大事なんじゃないかなというふうに思います。ぜひ、そう

いう意味で、地域間のばらつきの中で、ややもすると防犯推進委員に特定していると

いう地域もあるというふうなお話聞きましたので、ぜひそういうところですね、立ち

上げのときに相当区役所のリーダーシップもあったというふうに聞いていますので、

再度、各種団体のほうへの申し入れをしていただくということと、榎本地域なんかで

ちょっと思うんですが、団体でぐるっと一周たすきをかけて相当な人数で榎本は回っ

ています。確かに警察との交流というのはないんですよね。だから、毎回という必要

はないですけれども、最後、交番に寄って警察官と一緒に福祉会館まで来て、その日

のまとめをするなり、警察の情報をもらうとかいうふうな形で交流するとか、そうい

う特別な会議ということやなくて、日常の見守りの中で警察官に入ってもらうという

ことを大げさに捉えるんやなくて、日常の警らのついでに、地域がこういう活動して

いるのだというところへ同席してもらうというようなかかわりというふうなことも、
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この合同会議の中で、例えばこういう声が出ているという形で提案していただくとか。

うちの防犯なんかも駅前の交番へ行くのですけど、そのとき、大概、夕方なので人お

れへんというようなことですが、防犯の日がいつなんかということも警察も知ってい

るわけですから、その辺の調整ができるのであれば毎回ノルマということじゃなくて、

この日はそういうことがあるんだということで警察も協力してもらい、長い距離を団

体で歩いた後、警察との交流ということが最後にあれば、やはりやっている人たちの

やる気なんかも変わってくるというか、励みになったりなんかするんやないかなとい

うふうには感じはしました。あと何かないですか。  

○田中（泰）委員  合同連絡会ですね、その実態私知らないですけども、各連合で

代表どなたか、みんなが出ているのですか。 

○前田地域活動支援課担当係長  連合会長さんのほうにはご案内を差し上げており

ます。 

○田中（泰）委員  そうなんですか。その話し合われた結果なんかも知らないので

すけども、それはいただいています？ 

○秋山地域活動支援課長代理  会議録というような形で、再度、各参加の委員の方

にお返しとかまでは実際していません。 

○田中（泰）委員  できたら内容も知りたいかなと思うんですが。 

○秋山地域活動支援課長代理  わかりました。 

○宗宮部会長  せっかく地域のほうが防犯ということで毎月回っているという、か

なり積極的な、よそなんかは年に１回、２回、例えば商店街とかそういうところが中

心でというのは聞きますけども、鶴見区みたいに毎月地域が周っているというふうな

ところはやはり潰さない、マンネリ化という声がこの場で出ていたことについては、

やはり克服するべきだと思いますし、そういう動きをぜひお願いしたいなというふう

に思います。 

○山下副部会長  そうですね、マンネリ化していることによって、警察の協力する
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意識というのがちょっと低下してしまう。もっと逆に言うと、この活動自体をブラッ

シュアップしていったら警察も黙ってられへんな、やはり行かなあかんなというふう

になっていくのかもしれないし、ちょっと事業として見直していく、ブラッシュアッ

プしていく必要があるのかなと。そうしていくとより警察も協力していただけるよう

な、気持ちになっていただけるのかなというのは思いますね。 

○宗宮部会長  あと、この場で出ていた内容で、後の評価とも絡むかわかりません

が、バナーの設置やとかプレートの設置やとか、カメラの台数とか、相当、区政会議

で出た内容を区役所としてとりあえずしていただいて、相当結果出していただいてい

るのかなという感じはしています。あと、最後に車上狙いのことが入っていますので、

そのあたりもうちょっと補足していただけますか。  

○前田地域活動支援課担当係長  これにつきましては、現在、区役所で回っており

ます青パトによります放送を行っておりまして、特に車上狙い等また特殊詐欺なんか

も一緒にちょっと最近回らせていただいているんですが、青パトによります周知だと

か、広報紙に載せたりＳＮＳで発信を行ってまいりたいと思います。  

○宗宮部会長  そういった取り組みをしていただくということなんですけれども、

車上狙いの被害というのが、今の状況で特にここを重点に当てていかなあかんという

ふうなところで動きがあったのかということもちょっと説明してほしいんですけれど

も。 

○秋山地域活動支援課長代理  今回、大阪市で、今年度に入りましてなんですけれ

ども、街頭犯罪の件数が全体的には減ってもきているんですけれども、やはり相変わ

らず政令指定都市の中ではワースト１というところがありまして、その原因というこ

とでいくと、圧倒的に車上狙い、部品狙い、自転車盗、この３つが街頭犯罪７手口の

９割を占めるということで、そこを今回、ワースト２と言われている名古屋とか、福

岡とか、そこを抜くということで、これまでなかったんですけれども、取り組みの中

で目標数値というのを１回出して、各区努力していかないかということとなっていま
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す。 

 特に車上狙いは去年鶴見はそんなに増えてはないんですけど、大阪市的にはかなり

増えていまして、そこがまず１点。あと自転車盗は減ってきていますけれど、自転車

盗だけで街頭犯罪の６割ぐらいを鶴見区もずっと動いていますので、そこについては

継続してやっていかないといけないかなと思っているところです。  

 何ができるかということになってくるんですけど、啓発がやはり区役所としては中

心にはなってくるのかなと思うんですが、いろんな事業所なんかも含めて働きかけを

しながら、広く車上狙いというところについても周知していきたいなと思っています。  

○宗宮部会長  目標が５０％以上あることに対して、結果８９．３％というのは非

常に高い内容として、これ自体成果を出しているということなんですけども、今秋山

さんからありましたように、実際の犯罪件数が減っているということがなかったら、

いくら評価が高くても結果が出ているとは必ずしも言えないということになるかと思

いますので、地域の取り組みをサポートしていくというところで、さらに力を入れて

いただきたいというふうに思います。  

○山下副部会長  これ８９．３％、逆に厳しいんと違うかなと、ここまで上がって

くると厳しいん違うかなと。 

○秋山地域活動支援課長代理  圧倒的に青色防犯パトロールの部分が多いんですけ

ど。 

○山下副部会長  という点において、何が、どういった活動がここまで引き上げて

いんのかというのが読めているのかどうか。 

○秋山地域活動支援課長代理  それでいくと、青色防犯パトロールについては、地

域においても週に何回か回ってもらってたり、区役所でいくと毎日動いているという

ところもあって、そこについてはかなり認知度が７割８割ぐらいあったかなと思って

いるんです。あとは２重ロックは、ここ２年ぐらいの取り組みにはなってきているん

ですけど、まだ認知度が低い。実際に街頭犯罪を減らす取り組みの中で、大きな割合
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を占める自転車盗に対する取組みでありながら、実際には認知度が低いというところ

でいくと、いろいろ工夫せなあかんかなと思っています。 

○山下副部会長  逆に言うと、パーセント引き上げている青色防犯パトロール活動

に何かを、例えばマグネットのプレートに、それこそ車上狙いに注意しましょうとか

いう啓発というのを作って貼っつけちゃうとか。 

○秋山地域活動支援課長代理  そうですね、車上狙い自体は実際もう付けているん

ですよ。４１カ所になっていますけど、防犯協力事業所にも添付というか、お願いし

ています。先ほどちょっと前田係長から申し上げましたけど、実際回る時にアナウン

ス、いろんな場面の、最近でいうと還付金詐欺なんかもしていまして、そういうアナ

ウンスの種類を増やしたりしながら毎日動かしている車ではあるので、何らかそうい

う啓発とか周知につながらないかなというような動きはさせていただいているところ

です。 

○山下副部会長  一度、講習会、勉強会みたいな形で青パトの回り方みたいなんを

ちょっとやったことがあるんですけど、１カ所に５分ぐらいとまっておくのもいい方

法なんだよという話があった。駐留といいましたかね、何かそういうので、公園なり

学校の正門前に行ってとまっておいて、そういうことが徹底できたらいいなと。あと、

そのときに例えば青パト乗っている人間にティッシュ持たせてちょっと配らせればね、

それが手間になるとは思わないよね。別に配らんでもいいけど、ちょっと積んどいて、

見かけたらティッシュでも配って啓発の少しプラスになればいいか、そんなやり方も

あるし、青パトの回り方でも、はっきり言ってぐるぐる回っているだけ、それでも十

分結果は出ているのでいいのだろうと思うのですけども、結果を出している活動だか

らこそ、もうちょっと使いようがあるというか、そこでいろいろ幅がでるんじゃない

かなと思うんですけどね。 

○宗宮部会長  この数字自体が高いから維持していくというのはそれなりに努力せ

んと、一遍高くなった数字を下げてしもたらもったいないというふうに思います。今、
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山下さんからありましたように、先ほどの防犯の日も同じですけども、青パトも回る

のが当たり前やとなったら、それがベースになって普通になってしまいますからね、

今までなかったとか、よそでやってへんということで高い数字が出ているというやつ

を維持するためには、今アイデア出ましたけども、やっぱりそういう努力というのを

していかへんかったら、そしてそれを維持するためにどんなふうに新しいことをやっ

ていくんかということはやっぱり常に入れとけへんかったら、せっかく８９．３％ま

でいったやつを、漫然としていたら下がってまうということになったらもったいない

なという感じがしますね。よろしいですか。 

○山下副部会長  はい。 

○宗宮部会長  それでは、次お願いします。 

○前田地域活動支援課担当係長  ありがとうございます。  

 それでは、続きまして、地域・関係機関と連携した交通安全対策事業としまして実

績を説明させていただきたいと思います。  

 子育て層への交通安全教室を行いまして、例えば１２地域で行っております子育て

サロンでつるりっぷや映像を見ながら、交差点での信号の待ち方なんかを学んでもら

うということで注意喚起ができました。 

 また、高齢者への交通安全研修につきましても１０月１２日に行っております。園

児へ交通安全教室ということで区内の幼稚園など３カ所で行いました。公園などに行

く際の横断歩道の渡り方を体験していただきまして、交通安全に役立てることができ

ました。 

 また、区内の学生と共同したマナーアップキャンペーンを行いました。 

 スケアードストレート学習につきましても、１０月２３日と１２月１４日に行いま

した。特に１０月２３日のスケアードストレートは、実際に鶴見緑地の中で行いまし

たので、いろんな方に見に来ていただきまして、事故の模擬体験ということで交通安

全に寄与できました。 
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 小学生交通安全絵画コンクールにつきましては、２０件の申し込みで７点の優秀作

品を表彰しております。この絵画につきましては、エレベーター横の掲示板だとか、

今年度作りますティッシュの絵柄に採用させていただきたいと思います。  

 また、転入者への駐輪場マップを配布しました。お手元にカラー刷りのものをお配

りしております。これにつきましては、区政会議のご意見を受けまして、民間の駐輪

場も入れております。また、白黒ではございますけれども、合わせてお配りしており

ますのは駐輪場マップの改訂版ということで、今後、またその都度改めてまいりたい

と思います。 

 放置自転車の啓発活動といたしまして、区内の各駅のティッシュによる啓発活動を

行ってまいりました。 

 それでは、次のページでございますが、交通安全に関する知識が高まったと感じる

区民の割合が、目標６０％以上に対しまして９５．４％と評価をいただいております。

交通事故防止や自転車マナーの向上を目ざし、２８年度もスケアードストレート学習

によります学習を２回行いました。また、２９年度はさまざまな方法で、これの周知

徹底を行います。 

 また、子育て層への交通安全教室を１２回行ってまいります。  

 スケアードストレート学習につきましても、今年も２回行います。今の案としまし

ては南地域と北地域で１回ずつ行ってまいります。 

 転入者への区内駐輪場マップについて、現在職員が外勤時にほかにも駐輪場がない

かという掘り起こしを進めております。あればまた追加を、その都度行ってまいりま

す。 

 放置自転車につきましても、引き続きキャンペーンを実施してまいります。 

 経営課題全体としての評価総括といたしまして、交通安全対策事業では、年齢層に

合わせました講座や、スケアードストレート方式の学習会を実施するなど、効果的な

事業となるように工夫いたしました結果、参加者アンケートでは多くの方から交通安
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全に関する知識が高まったと回答いただきました。また、引き続きまして多くの方に

参加いただけるような事業を実施してまいりたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 これにつきましてのご意見ございますか。よろしくお願いいたします。 

○宗宮部会長  今お話出てきました、地域・関係機関と連携した交通安全対策事業

というところで何かございますか。  

 交通安全教室というのは地道な取り組みなので、これはきちっとしておくというこ

とで、子育て層や園児への取り組みというのが将来役に立ってくるだろうというふう

なことをやろうというふうに思いますけれども、昨年やったスケアードストレート、

一つは汎愛高校の中、一つがオープンで鶴見緑地ということで、区政会議の中で出て

いた意見としては、せっかく鶴見緑地でやったのに、まだまだ見学者の掘り起こしが

不十分なん違うかというのが出ていたと思います。ただ、中身としては、市バスが出

て、スタントマンの演技が非常に迫真に迫って、また連合会長の方々が直接参加する

ということで、非常に見応えもあり、よい取り組みであったという評価があったと思

いますので、ぜひ本年は区内北と南ということで、さらにオープンな場所での参加と

いうことが計画されているようですから、ぜひ積極的に進めてもらいたいと思います。  

 それから小学生の絵画コンクールのこういう絵を利用していくということは非常に

有効、親の関心が非常につながっていくということでいいことやと思いますので、ぜ

ひ進めてもらいたい。駐輪場マップはもう今窓口のほうに置いてはるんですか。これ

からということ？ 

○前田地域活動支援課担当係長  転入者セットといたしまして、転入されてきた方

にお配りしております。 

○宗宮部会長  セットの中に入っているというような形。 

○前田地域活動支援課担当係長  また改訂されたものにつきましては区のホームペ

ージにもアップしております。それが白黒でちょっと見づらいんですけれども、そち
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らカラーでホームページにございます。  

○山下副部会長  スケアードストレートはユーチューブにアップしてないんですね。

次、機会あったらユーチューブにアップしといたら？ユーチューブにアップしている

のかなと思って見たんだけど。 

○河村区長  できるんかな。 

○秋山地域活動支援課長代理  と思うんですけど、ＤＶＤの形では交通局からもら

っているんですけど。 

○山下副部会長  あるんですか。 

○秋山地域活動支援課長代理  ちょっと私がどうしたらいいのかと思いながら長い

こと持ったままで、済みません。 

○山下副部会長  素材としてはあるんだ。  

○秋山地域活動支援課長代理  はい。一応素材としてはもらいました。  

○山下副部会長  交通局から。 

○秋山地域活動支援課長代理  はい。 

○河村区長  そしたら明日載せたら？明日、月曜日に。 

○秋山地域活動支援課長代理  広報に確認していいですか。済みません。どうした

らいいのかと思いながら４枚ぐらいに分かれているので。 

○山下副部会長  ユーチューブにそんなんありますよと言って宣伝する方法を考え

てもええやろうし。 

○秋山地域活動支援課長代理  はい。 

○宗宮部会長  市バス活用してやっていますよいうのんで、次の年へもつなげても

らうようなそういう使い方を、ちょっとあざとらしいけども使っていったらええん違

うかなという。 

○山下副部会長  交通局ともコネクションがそれもなっていけば、どんどんどんど

ん何か市バス使って何ができるかわからへんけど。  
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○宗宮部会長  トラックの荷台が市バスだという想定は、結構、想像力がいるわけ

で、市バスが横にあったら物すごくわかりやすいという効果あったと思うんですよね。  

○山下副部会長  毎日見ているもんですしね、実感として湧いてくるから。 

○宗宮部会長  今、前田さんのお話の中にもあったんですけど、これ、マップの中

を見ると、うちは１０年以上の取り組みの中で放置自転車をなくそうというキャンペ

ーンの中で駐輪場を地域の人が協力してつくってくれたという経緯がありますから、

そういう意味で言ったらちょっと違うところがあるんかもわかれへんけど、もうちょ

っと民間の駐輪場ありそうなもんやねんけど、そこの掘り起こしはやっぱりできてな

いんかな。 

○前田地域活動支援課担当係長  一応、そこに載せてあるのは、公募をいたしまし

て、応募があった業者さんなんですけれども、このほかにもあるかというところを外

勤途中に見てまわっていますが、今のところ新しいところがなかなかないようです。  

○山下副部会長  配る方法というのは、転入者に対してと言いましたね。  

○前田地域活動支援課担当係長  はい。想定は転入者向きということで。  

○山下副部会長  １階ということですね。  

○前田地域活動支援課担当係長  区役所の窓口にも置かせていただいていたんです

けれども、今在庫がもうなくなった状態です。 

○秋山地域活動支援課長代理   あとは、ホームページで一応出力できるようにはさ

せてもらっているんですけど。  

○山下副部会長  逆に、放置自転車のキャンペーンのときに、これを簡易版でもい

いですし、コピーしたものとかでも一緒に配ったらね、ひょっとしたら１００人のう

ち１人でも、ああ、こんなところにあるんだったら借りようかっていう人が出てきた

ら。 

○宗宮部会長  この「はなてんえきどっとこむ」いうのは、昔、パチンコ屋さんや

ったところを駐輪場にしてくれてはるんやけど、最初はがらがらで、こんなんペイす
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るんかいなというところから始まって、１０年経って今もう満杯ですわ。コンスタン

トにお客さんが途切れないという状態になっていて、１０年やっていて、こういう形

で載せてもらえるということについてはものすごく喜んではりました。こんなことを

して、商売にもならんと、何考えていんねんってパチンコ屋の持ち主に言われながら、

とりあえず地域が放置自転車の対策で頑張っていんねんからやらせてくれということ

で始めて、もう完全に自転車でいっぱいになるというところまでいったやつを、１０

年頑張って継続してきて、さらにこういう形で区の資料の中に載せてもらえていると

いうことで、取り組んできたことが一定認められているというような受けとめで、も

のすごい喜んではります。  

 ○山下副部会長  逆に言うと足りない。どっか開発していったら？「駐輪場しま

せんか？」って。逆に言うとあれですよね、駐輪場を整備していくと自転車盗が減っ

ていくというんですね。 

○宗宮部会長  ちゃんと管理下に入りますからね。  

○山下副部会長  放置自転車が当然泥棒に遭う機会が多いんだろうから、リンクし

ている部分どんどん進めていったほうがいいんでしょうね。  

○宗宮部会長  それからちょっと以前、関係部局へ伝えるというレベルでしか、や

はり区としてはなかなか取り組みが難しいということなんですけど、自転車を積極的

に活用できるような、自転車を中心にした道路政策とか、まちづくりというふうな観

点で、要するに自転車を悪者にするんじゃなしに、赤バスがなくなった中で、自転車

っていうのは交通手段として非常に有効になっているわけですから、そこをもうちょ

っと政策的に誘導していくっていうような自転車専用道がないというのは、やっぱり

南北に自転車専用道を整備していくぐらいのことを持っていけへんかったらあかんの

ん違うかなというような感じはしますけどね。  

○山下副部会長  何か理想論ですけど、１台の自転車を昼間使う人と夜使う人とす

み分けできたらね。 
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○秋山地域活動支援課長代理   シェアみたいな？ 

○山下副部会長  シェアできたらね、おもしろい。おもしろいというたらあれやけ

ど。 

○宗宮部会長  行政が違うから、鴻池新田駅での取り組みというのはなかなか持っ

てこられへんのですけど、あそこ市バスがなくなって、近鉄バスがなくなったタイミ

ングでレンタサイクルをＪＲ系の会社がやっているんですよね。かなりの利用数だと

いうことで、自転車なくなったりとかいうふうな話がレンタサイクルの場合は心配や

とよく聞くんやけど、今でも続いているみたいやから、何とかペイしているん違うか

な。そう思ったら、レンタサイクルのノウハウを鴻池新田のＪＲの関連会社は持って

いるということですよね。そんな話も、放出の駐輪場のサイカさんに一遍話したこと

あるんですけどね、それはもう言いっ放しで前へ行っていませんけども、レンタサイ

クル事業が乗れば、今、山下さんがおっしゃっているような形で、さらに交通移転対

策というのができていきますよね。  

○山下副部会長  深江橋で一度レンタサイクルをどこか行政か何かの管理でやった

ことあったけどね。地下鉄の上がった高架下ぐらいやったかな。昔やったかな、大分

前の話ですけどね。 

○宗宮部会長  太成高校とか茨田東小学校の教職員は、鴻池新田のレンタサイクル

乗っているんです。 

○山下副部会長  学生が駅まで乗って帰って、通勤の人が家まで乗って帰って、朝

来て、うまいこと回ったらいいんでしょうけどね。  

 済みません。ちょっと話変わりますけども、ここの評価に交通安全に関する知識が

高まったと感じる区民の割合っていうふうにあるんですけども、これは別段知識が高

まったって行動に移せなかったらどうしようもないんで、これ、ちょっとアンケート

というか、質問の項目自体がどうなのかなと。だから、交通安全に関する、自らの行

動がよくなったみたいなそういう感じなんですけど。知識なんて、当然赤信号無視し
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たらあきませんよ、とかいうね、そういうものはあるし、だから、逆に言うと、質問

内容がわからないですけれども、評価の基準が、知識が高まったということであれば、

結果として９５．４％ぐらいいくのかなと。資料３の統一様式の中の評価基準がこう

いう文章になっているのかな。そこまで見なかった。  

○河村区長  同じ書き方しているんですけどね、確かにおっしゃるように知識が高

まってもね、それが結果につながらへんかったら。  

○山下副部会長   そうそう、やっても意味ないから。だから、評価の文章の中で

「知識が高まった」を使うって、どうなの？みたいなですね。 

○河村区長  目標の立て方が、学習会とか、ストレート学習という目標に対してど

ういう効果があったのかという評価の仕方やから、こういう形に。  

○山下副部会長  なるんですかね。研修会の内容自体も、じゃあ目新しいことやっ

ているのって言ったら、どういうことやっているのか、僕らも、ごめんなさい行って

いないし知らないから、内容をちょっと把握できないんですけども、通り一遍の当た

り前の事をもし言っているんやったとしたら、もうちょっとやっぱり、それが行動に

つながらないといけないし、案外、僕見ていて高校生のほうが交通ルール守っている

ようなケースが多かったです。そういうふうに思うときがある。やっぱり忙しい人は

交通ルールを無視する傾向にあるのか。時間も１分単位で時間争ってはるような人は

ね。それなら早よ起きろって言うたら、そんなかわいそうなこと言うのもあれなんで

すけど、交通ルールが守れるようになろうって思えるのかどうか。  

○宗宮部会長  実際の目標の立て方としては難しいですけど、啓発活動によりマナ

ーが高まったとか、啓発活動により、こういう結果が出ているでというところを本来

ならば目的にするべきなのかもしれませんね。啓発活動の効果が上がったよというと

ころでとってはるということですけれども、今、山下委員からあった話は、啓発をし

た、それによってどういう効果があったのか、なかったのか、啓発により知識が高ま

ったやなしに、啓発により、こういうふうに安全な状況、交通安全というのが前にい
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っているのですよというふうなところじゃないと、同義反復語になってしまうよねと

いうことなのかな。 

○山下副部会長  そうですよね。 

○宗宮部会長  よろしいですか。 

○前田地域活動支援課担当係長  スケアードストレートにつきまして、町会の班回

覧だとか、小中学校で周知を行いまして、たくさんの方に来ていただくような工夫を

行ってまいります。 

○宗宮部会長  そうですね。啓発を、地域のほうでも一生懸命やらせてもらいます

ので、ちょっと早目に教えていただいて、一緒にやっていきましょう。 

○前田地域活動支援課担当係長  よろしくお願いいたします。  

○宗宮部会長  それでは、続けてお願いします。  

○前田地域活動支援課担当係長  それでは、４－２の災害に強いまちづくりです。

目ざす状態といたしましては、地震・風水害等の災害に対する区全体の危機管理対応

能力が向上していると感じている区民の割合を増やすということでございます。  

 戦略といたしましては、訓練などを通じまして、区全体の危機管理対応能力を向上

させるということでございます。  

 地域の自主防災力の強化と強化のための支援を行ってまいりました。  

 また、自主防災組織によります防災活動が活発に行われるための仕組みづくりや支

援も行ってまいりました。  

 では、次のページでございますが、区民の安全・安心を担う総合的な防災力の強化

といたしまして、計画に対する実績をご説明いたしたいと思います。  

 避難所の開設運営訓練等につきましては、お手元に１枚物のＡ４の紙をお配りして

おりますが、防災学習を行った地域が５地域で、訓練を行った地域が７地域でござい

ます。 

 次の鶴見区安全・安心フェスタにつきましては、鶴見緑地で行い、レクリエーショ
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ンにこられた方へ遊びに来たついでに学習機会を設けることができました。実際に体

験してもらうことにより、防災の啓発を行うことができました。 

 また、つるみんピックを鶴見緑地で行いましたが、つるみんピックに向けて、各地

域のリーダーさんが自主練習をされるなど技術のレベルアップに寄与できたと思って

おります。 

 また、小中学生を対象とした防災学習会や出前講座を行いまして、災害に対する知

識の向上や、いざというときの行動を学んでいただきました。 

 それでは、次のページでございますが、防災等に対する理解が高まったと感じる区

民の割合が、目標の８０％以上に対しまして、９５．４％の評価をいただいておりま

す。 

 地域の自主防災力を強化するために、１２地域で避難所開設運営訓練や、防災学習

会を開催してまいりました。また、鶴見区安全・安心フェスタを鶴見緑地で開催いた

しまして、参加体験型ブースを展開し、防災に関する知識の習得を行っていただきま

した。 

 今後も区民が防災についての知識を得て、有事の際には落ちついた行動ができるよ

うに、引き続き啓発を行ってまいりたいと思います。  

 そこで、２９年度の取り組みといたしまして、避難所開設運営訓練の支援を行って

まいります。また、１２月１０日には安全・安心フェスタを開催してまいりたいと思

います。 

 あと、来年の３月でございますが、第４回目のつるみんピックを実施したいと思っ

ております。 

 防災講演会につきましては、安全・安心フェスタの場におきまして、防災士の資格

をお持ちの講師をお招きしまして開催してまいりたいと思います。  

 小中学生を対象にした防災学習会や、出前講座につきましても随時行ってまいりた

いと思います。 
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 また、今年度、職員研修を行いまして、災害対策本部の班別研修を５月から行って

おります。本部職員の装備品につきましても充実させていきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。  

 あと、鶴見商業高校におきまして、防災学習プログラムを実施してまいりたいと思

います。これは１年生の方を対象に、自助・共助、災害に対する知識を学んでいただ

きまして、現在１年生の方が２年生になられたときに、地域の訓練に参加していただ

くなど、避難所が開設されたときにボランティア活動につながるようにしていきたい

と思っております。 

 また、区の広報紙８月号に、毎年、防災特集ということで、特集を組ませていただ

いておりますほか、区のホームページや、ＳＮＳを通じまして、防災意識を高めてい

くような啓発を行ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 ここで、経営課題全体としての評価総括といたしまして、さまざまな取り組みによ

って防災等に対する理解は高まったと感じていただいていますが、区全体の危機管理

能力が向上していると感じておられる区民の割合は依然として低くなっています。 

 災害に強いまちづくりに向けまして、地域の状況に応じた支援を行っていきますと

ともに、取り組みについて、より広く区民に情報を発信してまいるということが必要

と思っております。 

 よろしくお願いいたします。  

○宗宮部会長  区民の安全・安心を担う総合的な防災力の強化ということで、今、

区からありました内容につきまして、ご意見、ご質問をよろしくお願いいたします。  

 小中学生を対象にした防災ということで、区と地域とが学校と大きく連携を深めて、

ここ数年、大きく踏み出しているということで、着実な前進が見られているのではな

いかなというふうに思っています。土曜授業の活用ということでは、小中学校の協力、

理解というのが当然必要なんですけれども区役所が地域を連れていくというふうな形

で引き続き協力を広めていくということでやっていっていただきたいというふうに思
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います。 

 １２地域全体で避難所開設を目ざしていくということで、これも区のほうで相当リ

ーダーシップをとっていただいているというふうに思いますので、区全体としてレベ

ルアップしていくということについては、成果を上げてきているというふうに思って

おりますけれども、何か感じてはるところは。 

○田中（泰）委員  土曜授業で防災に取り組むというのはとてもよくて、子どもに

は親がどうしても出てきはるんです。普通、地域の防災訓練では、やっぱり若い方な

かなか出ていただけない。だから、土曜授業は若い方が出ていただくのにとてもいい

やり方だと思っております。  

 そして、地域のほうも、土曜授業の取り組みのなかで、子どもさんにゲームをして

もらって、そういうのをあわせて取り組んでいたんですね。そしたら、それだけでい

っぱいになってしまうので、地域の普通の避難訓練ができないということで、区役所

さんのほうからは、もう１個別にやってくださいというような要望があります。安

全・安心部会で相談した結果、それを、今年は一緒にやってしまおうということで、

１部、２部、１部は土曜授業で、あとはその続きで各地域から避難していただいて、

消防訓練なんかを１日でやってしまおうという計画で今年やっているんですけどもね、

どうなるか。 

○秋山地域活動支援課長代理   そうですね。多分、初めてだと思うので、１部、２

部でやる地域っていうのが。  

○田中（泰）委員  そうなんです。２日も嫌やって言わはるんですよ。 

○秋山地域活動支援課長代理   そうでしょうね。茨田北地域におかれては、土曜授

業の中で、防災リーダーさんのみじゃなくて、子ども会とか、各種団体、青指さんと

かすごく幅広い範囲で携わってもらっているところが非常に大きいなと思っているん

です。 

○田中（泰）委員  町会長であったりね、それから、はぐくみネットさんであった
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り、ＰＴＡさんなどが、教室に入って防災プログラムをやっていただいて、これは皆

さん嫌がりはるんやないかなと思っていたんです、人を決めるときに。そうしたら、

案外やりますという声が多くてすんなり決まったんです。また、教室入ってやらはる

と、またうまいことやらはるんです。子どもさんも熱心なんです。すごい発言もしは

って、とてもよかったと思って、また今年もそれはやりますと。そうしたら、今のよ

うに普通のがないのでと言われて。  

○秋山地域活動支援課長代理   ちょっとプログラム的にそれだけで終わるのはもっ

たいないなと思って。 

○田中（泰）委員  それも一番大事なことですよね。地域のほうから避難訓練やる

のもね、要援護者の方の避難も考えないといけないので。それを余り防災訓練ではか

かわっていただけなかった役の方、民生、保護司の方、それから老人会の方にリーダ

ーとなって進めていこうかなと思っております。頑張ろうと思っていますので、よろ

しくお願いいたします。 

○秋山地域活動支援課長代理   また協力させていただきますので、よろしくお願い

します。 

○宗宮部会長  榎本も小学校との連携ということでいうたら、小学校が独自にやら

はる訓練に防災リーダーが参加するという形でしかできてないので、そういった意味

では、今津やみどりや今の茨田北や、いろんなところでいろんな特色持たせながら防

災に対する取り組みを、まさに横串刺すような形で横断的に展開されているというの

は非常にいいことやというふうに思います。 

 それと、やっぱり防災訓練、１回小学校に集まって避難所開設やというふうなこと

は大事なんですけど、その基本を押さえながら、例えばこの間の大雨やと、いつもの

季節にない台風並みのやつがどっと来るというふうなことで、ゲリラ豪雨、この梅雨

も問題になるかもわかりません。また、熊本の地震の後、大分にこの間地震があって、

そういうふうに近づいてくるというふうな可能性みたいなことを考えると、年に１回、
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行事的に避難所に集まって防災やというのでなくて、その災害、災害に応じてどうし

たらいいのかということをみんなで考えていくというところへ内容も充実させていか

なければならないやろうと思います。  

 榎本の会議の中では、雨降った場合には駅に行くというふうな打ち出し方をしたほ

うがええん違うかと。雨降って一番低い榎本小学校に集まれ言うててどうすんねんと

いうことが会議の中で自然に参加者の中から出てきて、防災リーダーのところへそう

いう意見が集まってくるというのは、やっぱり何年も防災訓練やってきて、単に防災

言うたら僕はこうするもんやねんというところから、やっぱり自分の頭で考えて、自

分はどう動けばいいのかというところを防災リーダーだけやなくてみんな集まったと

ころでそういうことを議論していけるという状況になってきたというのは、長年取り

組んできた中身やないかなというふうに思いますし、先ほど防災士の講演ということ

ですけども、そういった意味では、消防や区役所の動きだけやなしに、そういうさま

ざまな災害に対してどう対応していったらいいのかというところをきちっと学習して

いくというふうな観点での防災の強化というのも必要になっているのかなというふう

に感じます。 

 とりわけ鶴見商業高校へのプログラムの計画ということですけど、うちの地域、隣

が汎愛ですから、ただ、うちの訓練でも高校生、中学生の力っていうのは非常に大事

だというのは、実際に動いた中で皆さん共通の認識ですのでね、鶴商の実践というの

がきっとすばらしいことになると思うので、広げていくというふうなことで、できる

だけ鶴商の中身も経過も含めて地域で共有できるような形でぜひ進めていっていただ

きたいなと思います。 

 それと、つるみんピック、鶴見だけがこういうことやっているんやと思うんですけ

ど、これ始めたときにはちょっとお遊び気分もということでやっているのかなと思っ

たんですけど、やっぱり防災リーダーの真面目な取組方、事前に練習をして、きちっ

と対応するという向き合い方を見たら、これはもうすばらしい取り組みやということ
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を、今年見ていて改めて思います。内容をさらに工夫して、よそに誇れる取り組みな

んだというふうに、鶴見区では定着したというふうに言っていいんやないかなと思い

ます。 

 ほんまに、かつて名前だけの防災リーダーで町会長が熱心というふうな防災の取り

組み、１０年前、榎本もそうやったんですよね。要は、つるみんピックで防災リーダ

ーが独自に何も言わんでも集まって練習しとるという姿見たら、本当に防災力の底力

を上げるということでも、つるみんピックが果たしている役割というのは非常に評価

していいのではないかというふうに思いますね。  

○山下副部会長  ここでは理解が高まったでいいと思います。  

○前田地域活動支援課担当係長  部会長おっしゃられたように、このつるみんピッ

クの取り組みが、大阪市消防局のほうでも取り上げられまして、ひょっとして全市的

なことに広まっていくんじゃないかなという、今度、鶴見消防署員が局のほうでレク

チャーを行うということで聞いております。つるみんピックの前に練習に来られたリ

ーダーさんの姿を見ていますと、本当に真剣にやられていまして、脱帽するような思

いで、特に夜に行ったときがあるんです。昼間来られなかった方、夜に来られたんで

すけども、雨の中どれぐらい集まるかなと思っていたのですが、そんなに数は集まら

なかったんですけども、来られた方、一生懸命されておったのがすごく印象に残って

おります。また、今後もよろしくお願いいたします。  

○山下副部会長  ちなみに優勝目ざしはったんですか。それで練習して。  

○田中（泰）委員  そうです。練習はやってはりましたよ、何回も。  

○山下副部会長  やっぱり目標になっている。 

○田中（泰）委員  そうですね、はい。 

○山下副部会長  意味あることですよね。  

○宗宮部会長  自主的にそういうことをしはるということは物すごい大事なことで

すよね。頼もしいですよね。そういうやりとりの中で、公園の中のプレハブの中にど
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んな物が置いてあって、どう使ったらええのかということが自然にやりとりになって

いるみたいですからね。 

 あとは、最後に区民に情報を発信していくということで、さっきのユーチューブの

話もありましたけども、区役所のＳＮＳを使った発信力というところでいえば、まだ

若干課題があるようですから、その辺ちょっと克服していただいて、防災のときにも、

できれば広報担当というのを専任で置いて広く発信していただくというふうなことは

特にやっていただいたほうがいいんじゃないかなという感じがします。  

 それとＨＵＧゲームも、うちは毎回入れているんですけども、運営ゲームやから小

学生というふうにはならないのかもわかりませんけれども、これも一つ鶴見区の特徴

として入れていくっていうこともあるのかなと思うんですけど。この間のツルラボの

ときに、今津のおにぎりの炊き出しとかね、茨田北のときも結構いろんなことを皆さ

んやってはるからおもしろかったですよね。  

○秋山地域活動支援課長代理  そうですよね。今年とか去年も含めていろいろと、

地域のほうからも情報収集されて、こんなんあるからやってみたいというようなこと

で、去年でいうと非常食というところに注目していただいて、パッククッキングとい

うことで、緑地域とか今津地域などで取り組んでいただいています。食べ物から入る

っていうのは、防災って言われたら難しいなと思っている方でも、切り口としてはお

もしろいのかなと思っているので、できたら広げたいなと考えているんですけど。 

○山下副部会長  この前、展示会行ってこられたんですか。  

○宗宮部会長  楽しかったですよ。 

○秋山地域活動支援課長代理   フェイスブックに載っていましたね。 

○宗宮部会長  流行りがドローンと水害なんですね。地下鉄のところに水が入れへ

んように土のうとかいうのは今までもありますけども、土のうストッカーを公園へ置

きましょう言うて、高槻市が置いているやつ、高槻市って記入された土のうと、土の

うストッカーを展示していましたけどね。それが２ブースありました。  
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 それと区内の鶴見ポンプが発泡スチロールの堰なんですけども、真空でエアポンプ

で抜いて密着するという、吸いつくような形にして、そこに水を入れて壁をつくって

水が入ってこんようにするという。何か水害に対する、ゲリラ豪雨の影響でしょうね、

水害に対するブースが今までと違って物すごく目立った。それから簡易ボートの展示

とかね、あとは、やっぱり派手なのはドローンですね。それと防災のスピーカー、今、

四方にトランペットみたいなのが並んでいるでしょう。傘を伏せたような形のやつ、

ドライバーが上に一つあるんですね。今までやったら４つ必要やったでしょう。それ

が上に一つ置いて、ほんで傘みたいに下へ流していくという、こんなんあって当然や

なと。何で今までなかったんやろうというようなアイデア商品とか結構あって、今ま

でのトランペット型よりもはるかに届くんですよって自慢してはりましたけどね、見

ていたらおもしろかったです。  

 そういうところで、何か気がつくみたいなことも結構ありますしね。非常食のほう

は味つけのやつばっかりで、ちょっと甘いやつが増えていて、防災のときにこんなん

絶対飽きるよなとか言っていたら、ブースの人は災害のときこそ甘いのが欲しなるか

らこれでええんですとかいろいろ言うてはりましたけど、おもしろかったですよ。  

○山下副部会長  おもしろそうですね。こんなんあるんや。教えてくれたらええの

に。 

○宗宮部会長  そういう情報収集も結構おもしろいですよね。  

○山下副部会長  防災リーダーが行かなあかんとかいうことでもないし、一区民が

行ったって全然オーケーなことですし、もうみんなで行こかっていうのが一番おもし

ろいん違います？情報がちゃんと末端まで届けばいいのかな。  

○宗宮部会長  あと、土曜授業も小学校、中学校との連携を深めていくということ

は非常に進んでいくということでいいことなんですけども、校舎管理について学校の

先生が、四六時中、学校の近くに住んでいるとは限らへんので、そのあたりの学校の

避難所としての活用について、区がやっぱりリーダーシップとっていくということに



－30－ 

ついては喫緊に取り組んでいただきたいなというふうに思っています。  

○田中（泰）委員  学校の件なんですけど、皆さん、町会の方は学校の鍵とかお持

ちなんですか。 

○宗宮部会長  榎本では、防災リーダーと連合町会長が持っているという形になり

ます。門と講堂と防災倉庫。  

○山下副部会長  いざというときはガラス割っていいってことになっているはずで

すよ。 

○前田地域活動支援課担当係長  ３組、学校からもらっていまして、そのうち１組

は区役所が保管しておりまして、あとの２組は地域のほうで管理していただいており

ますので。 

○田中（泰）委員  そうなんですか。 

○前田地域活動支援課担当係長  はい。 

○秋山地域活動支援課長代理   ちょっと今どなたがって言えないんですけど、確認

はさせてもらっているんです。その中で、小学校は大体その地域で１つなんでいいん

ですけど、中学校、高校の鍵については、何でこの地域だけが持っているのかという

ような意見が出てきていますので、ちょっとそこはまた学校と相談しながら、増やす

なりやっていかないといけないと思っているところなんですけど。 

○山下副部会長  ちなみに、うち連長みんな鍵持っていますけど、持ってないとや

っぱりいろいろ都合が悪い。  

○田中（泰）委員  そうですよね。 

○宗宮部会長  ということで、ちょっと通しでどうですか。よろしいですか。  

○山下副部会長  そうですね、１個だけ気になる。一番最後のページの、さっき知

識が高まったと感じる区民の割合の文章オーケーというものの、危機管理能力が向上

していると感じている区民はやっぱり依然として低いと、ここだと思うんですね。た

だ、危機管理能力なんてはかれないからここは無視していいかと思います。誰がそん
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なん向上しているかしてないか評価できんねんななんて、はっきり言うてむちゃな言

い方しますけど、これは無視していいと思います。  

 だから、いざというときに本当に動けるような体制をつくる。考えられるだけのこ

とを考えるっていう方向性に持っていってもらえたら。区民が行政に期待することっ

ていうのはそこやと思うんで、この向上している、してないなんて気にすることはな

いと思いますね。 

○田中（泰）委員  防災訓練に参加したら、本当に大事やなということがわかって

もらえるみたいです。アンケート結果にもちゃんと出ているんですけどね、参加して

もらうこと、そこが問題ですね。どうしたらいいのかなと思っているんですけどね。 

○秋山地域活動支援課長代理   市民局でも、切り口として防災訓練に参加してもら

うということで、新しいマンションの住民の参加について、１年間とかモデル地域で

いろいろやったりもされているんですけど、やっぱりなかなか難しいみたいですね。

個別、各戸配布を行った区もあったんですけど、何ででしょうね。訓練に来られたら

必要やと思ってもらえると思うし。 

○田中（泰）委員  防災知識高まったとか、家で相談することもいろいろやりまし

たとか結果はあるんですけどね。来てもらうことですね、参加してもらうことが難し

い。 

○秋山地域活動支援課長代理   今回ツルラボという取り組みでも３回、まちづくり

センターの協力を得ながら防災についてやっていて、中にはそういうテーマもちょっ

と盛り込んでくれているので。 

○田中（泰）委員  そうでしたね。だから口コミよっていう結果でしたからね、う

ちの班では。ツルラボで、なんぼ広報で発信しても、なんぼこれに強く書いてもなか

なか来てくれはらへんと。やっぱり皆さん行きましょうという口コミが一番大事かな

ということでしたよね、あのとき。努めていこうかなと思うんですけども。  

○宗宮部会長  地域活動全般について言えることですよね、広報して知っているよ
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というのと、行こかいうのは、行こかはね、やっぱり声がかからんとなかなか行かれ

へんのでね。 

○田中（泰）委員  そうですね。 

○山下副部会長  これ、またすごい９５．４％。もうないやん上っていう感じや。

さっきの話なんやけど９５．４％理解があるのに、来ている人が少ないっていうその

ギャップですよね。 

○田中（泰）委員  行ったら結果は出る。行かない人をどうしたらいいか。  

○山下副部会長  何やろな、実感がないというか、切迫感がないというか、間違い

なく来るっていう認識がね、まあ来てもうちは大丈夫やみたいなね。  

○田中（泰）委員  そうですね。 

○山下副部会長  耐震構造の建物なんかに住んではったら特にそうやと思いますけ

ど、ただ、やっぱりライフラインがアウトになったらどうするんやとかそういう。  

○田中（泰）委員  地域同士のつながりが何かあったら一番大事ですねんけどね、

だから何かにつけて出て行くという気持ちになっていただきたいんやけどね。なかな

かね。 

○山下副部会長  本当は、その人らは自分は何かをしてもらうというふうには思っ

てないっていう話やと思いますけども、地域の人間としてやっぱり力になってほしい

っていう部分もあるんですよね。  

○田中（泰）委員  それもありますけどね、そこを言うとなかなか来られないみた

いなので、とにかく来るだけでいいと。  

○宗宮部会長  うちの参加の比率でも、やっぱり比較的、こんなん言ったらあかん

のかもしれませんけども、災害があった年がやっぱり多いですわ。二、三年すると減

るという傾向があります。ただ、今言ってはった、マンション町会は管理組合等がし

っかりしているところは、実際にはエレベーターとまってしまうし、水がなくなるか

ら、結構備蓄とか、どういうふうに対応せなあかんのかっていうところでは、結構意
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識高いというのがわかったんで、結構古いマンションでも独自に備蓄倉庫持ってはっ

て、うちの地域の防災訓練の当日に朝いつもそのマンション独自の管理組合の訓練や

ってはるといったところもありますしね、そのマンション町会が、必ずしも地域の榎

本小学校に来るということはないにしても、マンション独自でそういった備蓄やとか

高層階の対策っていうのを何もしはらへんわけないですからね。その辺を結びつけて

いくっていうことをしていけば、防災の切り口として、マンション町会との連携もや

っていけるん違うかなと思ってるんですけどね。町会単位での最大動員が、今まで記

録であったのが、榎本でのマンション町会ですからね、ごそっとまとめて１００人や

２００人の単位で来はったことありましたからね。  

○宗宮部会長  かなりたくさんやりとりがあったんですけども、通しでよろしいで

すか。 

○山下副部会長  さっきの備蓄の話やけど、災害発生時の例えばイオンとか近隣の

スーパーとか協定なんてできている？ 

○秋山地域活動支援課長代理   大阪市的には、まずイオンとか大きい企業とはでき

ていて、鶴見区ではコノミヤとも結べています。大阪市と結んでいるところでも、コ

ノミヤは、店舗自体にかなりストックを置いてはるところやと聞いてますんで、近々

区として話をさせてもらい、運び方等を具体に詰めていきたいなと思っているんです。

大手は逆にストックを多く持っていないので、そこについては大阪市を経由したルー

トとなります。 

○山下副部会長  コノミヤだけ。 

○秋山地域活動支援課長代理   大きいそういうスーパー的なとこでいくとコノミヤ

さん。 

○山下副部会長  生協なんて地域貢献が。 

○秋山地域活動支援課長代理   大阪市としてかなり協定の締結はやっているんです

けど、区として個別に話、ルートの確認とかまでいけそうなのはコノミヤさんぐらい
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かな。 

○山下副部会長  鶴見、本社ですよね。 

○宗宮部会長  そうですね。鶴見、本社ですね。実際にコノミヤがそういうことで

いったら、コノミヤとコーセツが強奪に遭わへんように、うちの防犯がまず守りにい

かなあかんとかね、地域の備蓄倉庫やねんというような、地域のほうはしてますよね。

その辺で盛り上がるみたいなところがあって、それ大事ですよね。要するに、そうい

うふうに協定した後、どう分けていくんか、単にありますわって言ったってね、取り

合いしてしもたらあかんわけで、どんなふうに分配していくんかというところを能力

として持っていけへんかったらあかんということもあると思いますよね。  

○山下副部会長  難しいな、市として協定があっても、いざとなったときに、一々

市にお伺い立てなあかんのかとか、そういうなってきますよね。  

○秋山地域活動支援課長代理   市がルートを確保し、届くという形に。 

○山下副部会長  そこをぐいぐいっと割り込みして。  

○秋山地域活動支援課長代理   ぐいぐいっと割り込めるんかな、ちょっと１回。  

○宗宮部会長  店舗があって、備蓄があるということは、その周辺いうところでど

う対応していくのかという、考え方としては、災害時のときには備蓄ということなん

ですよという、協定があったとしても、それをどう活かしていくのかっていうのは詰

めが絶対要りますからね。 

○山下副部会長  協定があるものの動けへん言うたらあほみたいやし、それが区役

所として落とし込めるのか、それとも地域、ぶっちゃけもっと極端な話したら、役所

のほうが本当、さっきは危機管理能力がちゃんとすると言うたもんの、動かないこと

も考えられるんで、地域と近隣スーパーとの協定を橋渡ししてもらうとか、そういう

ことをしていかないとね、実際、本当に起こったときにっていうことを考えるとやっ

ぱり間は少ないほうがいいのかもしれない。  

○宗宮部会長  津波にさらわれたとか別ですけど、神戸のときも思ったんですね、
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熊本もそうやったんですけど、要するに物流がとまるということなんですよね。それ

をいうたらどうすんのかということで、僕、神戸のボランティアの経験であるんです

けど、とにかく小っちゃい公園で、大きいところはそれなりに運営できるんですけど

ね、小っちゃい公園で町内会がないところは、配れるだけの数来なかったらもめるか

らってほかしてる。もう何か悲惨な状況がありましたよね。ボランティアに入ったら、

公園におる人数であんたら炊き出ししようと思ってはるんやろうけども、この３倍お

んねんと、壊れた家に住んでるのが。それをいうたら面倒見られるだけの食数を確保

するんやったらやってもらいたいけど、公園の中の人数だけで炊き出しや言うて来は

んねんやったら、あともめるから迷惑やという言われ方しました。やっぱりシミュレ

ーションするとき、そういう流れがどうなっていくんかというのをちゃんと見なかっ

たらでけへんのですよね。 

 大事なんは、町会のあるところはうまいこと分配したり管理したり、こられなくな

ったら次ここやでという、そういう能力はあるんやけど、町内会ない公園、無政府状

態のところというのは、結局もめごと起こらんようにということで、そういうことに

なってしまうっていうことがやっぱりあるんですよね。僕、それで町会に対する認識

がそこで変わった。神戸で、ああ大事やなと。  

○山下副部会長  という話をきっちりお願いします。 

○宗宮部会長  よろしいですか。また今日出してもらったやつは全体会の中で反映

させていくっていう形でまた報告させていただきたいと思います。  

 それでは、事務局のほうから、そのほかの連絡等ありましたら、よろしくお願いい

たします。 

○石川区政企画担当係長  １点済みません。区政企画担当の石川と申します。私の

ほうから区政会議の次期委員の募集についてのご報告をさせていただきたいと思いま

す。ご存じのとおり、現在の委員の皆様につきましては、公募委員の方も含めまして、

９月３０日までが任期となっております。つきましては、次期区政会議につきまして
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も、区政会議委員の募集を行ってまいりたいと考えております。本日、募集要項をＡ

３横長の分お送りさせていただいておりますが、委員の募集期間につきましては、７

月１日から３１日の間とさせていただいております。詳細につきましては、こちらの

ほうに記載させていただいておりますので、ご覧いただけたらと存じます。  

 私からの報告は以上です。よろしくお願いします。  

○宗宮部会長  事務局からの連絡は以上ですか。アンケートは先ほど言ってもらっ

た内容なんですか。 

○前田地域活動支援課担当係長  １枚物で区政会議に関するアンケートをお配りさ

せていただいておるんです。その件でございますか。先そちら説明させていただきた

いと思います。 

 こちらにつきましても、ご協力お願いしたいんですけれども、ご提出のほうは、本

日でも後日の評価シートとあわせてでもご提出のほうは結構でございます。  

 アンケートに関しまして、ほか何かご質問ございますでしょうか。  

○宗宮部会長  この冒頭のアンケートは、これ評価シートのほうは前年のやつと変

わりましたか。何かぱっと見た印象で、僕のかかわり方が変わったんかな。去年もの

すごく答えにくいなと思ったんやけど、今年は何とか答えられるなと思って見たんや

けど。 

○石川区政企画担当係長  委員評価シートにつきましては、お答えいただける範囲

で結構です。冒頭説明させていただきましたとおり、わかる範囲で書いていただきま

して、７月１０日までに、申し訳ございませんが総務課までご提出をいただきたいと

思っております。提出方法につきましては、メールでもファクスでも郵送でもご持参

いただくなどどのような方法でも結構です。お声かけていただきましたら取りにも伺

わせていただきますので、ご協力よろしくお願いいたします。  

 また、区政会議の委員の皆様にアンケートＡ４、１枚物のものを机の上に置かせて

いただいております。そちらにつきましては、本日書いていただいてお帰りいただい
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ても結構ですし、委員評価シートと一緒にご提出をいただいても結構でございます。

こちらもあわせてのご協力をお願いします。  

 最後、すみません。Ａ４横書きで次回の全体会の日程調整表も置かせていただいて

おりますので、そちらは申し訳ないんですが、今日わかる範囲で結構でございますの

で、〇×をつけていただいて机の上に置いて帰っていただければありがたいと思って

おりますので、よろしくお願いします。日程は月曜日が最終の部会になっております

ので、そちらの時点で確定いたしましたら、またメールないしお電話でご連絡をさせ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。  

○宗宮部会長  連絡は以上ですか。 

○前田地域活動支援課担当係長  はい。事務局からは以上でございます。  

○宗宮部会長  それでは、今、連絡の内容についてはよろしいですか。  

○山下副部会長  大丈夫です。 

○宗宮部会長  日程表だけ置いとくということと、アンケートとこの評価シートに

ついては７月１０日までということですので、よろしくお願いします。  

 それでは、本日予定されておる内容については、これで全て終了ということになり

ますけれども、最後また区長のほうからご挨拶いただきます。  

○河村区長  ありがとうございます。今日は少ない人数ながらも充実した意見交換

といいますか、提案をいただけたのかなというふうに思っております。  

 最初も申しましたように、くしくもといいますか、タイムリーに月曜が防犯の合同

勉強会、来週月曜日にありますので、今日いただいた意見なんかもそこに反映して、

地域の見守りマンネリ化にならないように、警察の協力がどのように得られるかとか、

また田中委員におっしゃっていただきましたように、その結果をまた地域の皆様方に

フィードバックできるように持っていきたいというふうに考えております。  

 また、交通安全とか、防災についてもいろいろ貴重なご意見をいただきましたので、

できるものについては積極的に反映していきたいというふうに思っております。スー
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パーとの連携とかそういったものもできるところから、別にあれダブってもかまへん

の。 

○秋山地域活動支援課長代理   と思いますが。 

○河村区長  また、そういったものもやってまいりたいと思います。よろしくお願

いします。ありがとうございました。  

○宗宮部会長  ありがとうございました。 

 それでは、第１回鶴見区防犯・防災部会については、これで終わっていきたいと思

います。本日どうも長い時間ありがとうございました。  

閉会 ２０時３３分 

 

 

 

 

 

 


